
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『学生たちのサポーターをめざして』 
 ２００２年から千歳科学技術大学の１０周年記念棟、研究実験棟内の二か所で 

売店を運営しています。 

夏季・冬季など休学日以外 毎日月曜日から金曜日（8：30～18：00）を三人の 

女性スタッフでお手伝いさせていただいています。 

学生はじめ教職員皆さんの支援協力のおかげで営業を継続させていただいています。 

場所がら 市街地までの距離を考慮しても授業に集中できることと隣接した売店が 

同一学内で利用できる事は、大事な条件と思っています。 

そのような大切な役割を任されている縁で、学生皆さんの良きサポーターを 

めざし、昨年１２月に奨学資金を 寄贈させていただきました。 

『車の事ならおまかせください』 
この度は新車・中古車を販売している「有限会社 野村共販」様を取材してきました。 

創業は平成 6 年 2 月で今年で２１年目を迎えます。代表取締役は野村 弘様で、店長には長男の祐也様が部長職を

兼務で勤務されています。今回は、野村社長との会話の中でいくつか質問事項をあげてみました。 

 

Q1   車を販売するきっかけは？ 

A1 「以前勤務していた会社の在職中に、自動車を取り扱っていたのがきっかけで、色々なバックアップもあり、

３８歳の若さで独立をする事を決めました。(※以前の会社ではスタンドで所長と燃料・自動車課で課長も兼務し

ていました。)」 

Q2  : 現在、車の販売状況は? 

A2  「５、６年前から燃料の高騰の影響もあり、若い方の車離れの傾向が見られます。就職先の厳しさもプラス

して、車を維持する事も困難な状態だと思います。また、年配の方も車を乗らない傾向が少なくはありません。

特に軽自動車の人気が高く維持費が安い等の理由で、非常に割合が多くを占めてきています。但し販売台数を増

やさないと安価のため数字上ではとても厳しい状況です。」 

 Q3  今までで、一番大変だった事は? 

A3  「 会社を立ち上げた頃が一番きつかったと感じています。車を仕入れるためにオークション会場まで出向い

て取引をするのですが、まだ実績がないため会員になるまでがとても大変な日々でした。また、１週間以内での

現金取引も厳しかったと感じています。」 

 Q4  今後の展望としては? 

A4  「今年の秋頃までには『ショールーム』の新設を予定しています。丁度「ＳＵＺＵＫＩ」のメーカーに 3 年

研修に行っている３男が帰ってくる事もあり、販売のみならず車検や板金を現状より拡大する方向性で考えてい

ます。」 

 Q5  最後に一言！ 

A5 「車に関する事は、気軽に何でも相談して頂きたいと思っております。御来店お待ちしております。」 
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発行元 ： (株)  カ ミ ノ 
TEL：0123-23-4255 / FAX：0123-24-1381 

E-mail ： kamino@kamino.co.jp 

ホームページ ： http://kamino.co.jp/ 
（カミノトピックスのバックナンバーもご覧いただけます） 

カミノトピックスの発刊趣旨は、お取引をいただいているお客様

をご紹介し、企業名だけではわからない どのような事をしている

（何を造っている）会社なのか を知っていただく事で、Win-Win

で地域活性になるのでは…というものでした。 

今後も、当社の営業が取材のお願いをさせていただく事があるか

と思いますので、その際はどうぞご協力を宜しくお願いいたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業務パートの大野です。私の趣味は料理とお菓子・パン作りです。 

小学校高学年で料理を始め、両親に「美味しい」と言ってもらった 

事がきっかけで、趣味になりました。 

カミノの社員さんはいつも遅くまで仕事をしていて『お腹空いて 

いるはず』と、勝手な思い込みで 差し入れするように…。 

皆さんが笑顔になると、私も幸せ感じます。 

これからもいろいろ作り続け、そして押し売りのような差し入れ 

を続けます（笑） 
押し売りだなんてとんでもない！いつも美味しいパンやお菓子、ありがとうございます♪ 

文句を言いつつ、人一倍食べているＴさんは 一番感謝している…はず！ 

（そういうキャラだから許してくださいネ～） by スタッフ 

 

 

♡愛情が隠し味♡『蒸しパンケーキ』 
< 材料 > 

小麦粉 110ｇ（ふるっておく） 

ベーキングパウダー 6ｇ 

卵 1 個 

牛乳 100ｍｌ 

サラダ油 18ｇ  

＜ 作り方 ＞ 

1.ボールに材料を入れる。 

2.玉がなくなるまで混ぜる。 

3.型に入れて蒸し焼き（20～30 分） 

     竹串をさして何もつかなければ 

 完成。 
お好みでシロップや生クリームを添えて。 

不定期に、いろんなメンバーが、いろんな趣味について語ります… 

今月はなんと豪華（笑）二本立て！ 奥山・大野 デス。 

先日『わたしのおきにいり』を書いた担当者へ、感想のメールを頂戴しました。本人はもちろん、企画広報

スタッフも、大変感激しております。嬉しい声を聞かせていただき、ありがとうございました。 

100号を機に、装いを新たにしてスタートした『カミノトピックス』ですが、新スタッフのため、手探り状態で

頑張っています…。ご覧いただいた印象はいかがでしょうか？ぜひご意見・ご感想をお聞かせください。 

平成 25 年度  期間限定 

消費税増税前の 感謝還元セール です。 

蛍光灯型ＬＥＤ 

４０Ｗタイプ（消費電力２２Ｗ）を 

特価 にてご提供します。 
３月８日お申し込み分まで 
（取付工事を３月３１日までに 

完了できる事が条件） 

詳しくは 営業よりご説明いたします。 

お気軽にお問い合わせください。 
 

例えば… 

蛍光灯 40W 型を 10 本 10 時間/日・250 日/年使用した場合、

年間消費電力は 1,175kwh 

ＬＥＤに交換すると 550kwh に。 

625kwh の削減。半分以下になります。 

CO2 の排出量も減るので、環境にもやさしくなります…。 

『けん玉』が新たなファッションブーム 奥山 

先日テレビニュースを見ていて、今の若者達の間で話題になっている映像を見てビックリ…。昔から日本文化の

遊び道具として親しまれ、身近なところでは小学校のクラブ活動で児童が遊ぶ光景を目にする『けん玉』でした。 

もともとけん玉の発祥地はフランスとされていますが、現在の形は１９１８年に広島県で生まれ、１９８０年頃

に『競技用けん玉』が登場し国内ブームが起きました。 

何故、今けん玉がこれほどブームに？と不思議に感じましたが、数年前に米国の若者の間で火が付き、逆輸入の

形で日本に広がり、特にＢＭＸやスケボーなどストリート系スポーツをする若い男性に人気が出たようです。 

単純に玉を持ち上げて入れるだけでなく…けん玉を愛する仲間内で 

新しい技を編み出しながらお互いに競い合い楽しんでいる様子は、 

見ていても感動ものでした。 

遊び道具も簡単に出来るものはすぐ飽きますが…『けん玉』の技を 

披露すると考えれば奥が深い道具です。けん玉を取り入れた彼らの 

ファッション性にも魅力を感じましたね。 

 

『この際にいかがでしょうか。』 

 

４月より消費税が増税されますが、今のうちに

何を整えておこうかと思案されていることで

しょう。 

そんな中、皆さん良くお使いのネーム印などの

シヤチハタより別注品については３月１０日

までの受注分については現行の税額（5％）に

なり、それ以降については新税額（8％）での

納品になると案内がありました。 

あわせて、住所印などで使われている角型印や

丸型印の特価セールを実施する との案内も

ありました。 

 

この機会にご検討ください。（別紙参照） 

詳しいことは小泉まで 

 


